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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自2021年１月１日
至2021年６月30日

自2022年１月１日
至2022年６月30日

自2021年１月１日
至2021年12月31日

売上高 （千円） 6,171,885 7,015,687 12,589,516

経常利益 （千円） 908,405 1,126,809 1,809,539

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 661,825 964,231 1,601,592

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 667,295 2,085,819 1,600,568

純資産額 （千円） 15,801,162 18,689,779 16,734,410

総資産額 （千円） 19,065,256 21,933,857 20,479,223

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 75.66 110.20 183.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.9 85.2 81.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,113,769 1,861,027 1,577,907

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △828,343 △759,742 △1,407,625

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △174,369 △799,360 231,353

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,157,243 7,376,724 6,476,775

 

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.71 42.12

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．役員株式給付信託（BBT）制度の信託口が所有する当社株式は、１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の拡大により、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あり、引き続き注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適

用しております。

なお、経営成績に関する説明の当第２四半期連結累計期間の各数値は、当該会計基準等を適用した後の数値と

なっていることから、前第２四半期連結累計期間と比較した売上高の増減額及び対前年同四半期増減率は記載して

おりません。

 

(1) 経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行に落ち着きがみられ、経

済活動の制限緩和がみられましたが、急激な円安等により物価高等の動きがみられ、予断を許さない状況が続い

ております。また世界経済では、中国のゼロコロナ政策によるサプライチェーンの不安定さが見られたほか、ウ

クライナ情勢を発端とした世界情勢の不安定な状況が続き、原材料や原油等の価格上昇、物流価格の高騰等極め

て厳しい状況にあり、先行きに対する不透明感が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、安定した製品の供給を維持できるよう、サプライチェーンの関係強

化及び生産能力の強化を実施し、市場への安定供給に努めました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は70億15百万円となりました。利益面につきまして

は、効率化及びコスト低減に努めるとともに、売上高が増加したこと等から、営業利益11億39百万円（前年同期

比32.6％増）、経常利益11億26百万円（同24.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益９億64百万円（同

45.7％増）と増収増益となりました。

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

　①ゴルフ事業

　　ゴルフ事業につきましては、引き続き３密を避けたレジャーとして、また新製品の投入が活発となりゴルフ

市場全体が好調に推移いたしました。その結果、市場で一部ゴルフ用品の品薄状況が続いておりますが、当社

は好調な受注に対して供給を維持できるよう、生産の増強及び品質の維持を実施いたしました。この結果、売

上高33億41百万円、営業利益９億63百万円（同40.2％増）となりました。

　②メタルスリーブ事業

　　メタルスリーブ事業につきましては、徐々に需要の回復傾向がみられ、当社は、新たな受注獲得に向け積極

的な営業活動に努めました。生産面についても効率化及びコスト低減に努めた結果、売上高５億78百万円、営

業利益83百万円（同43.0％増）となりました。

　③鍛造事業

　　鍛造事業につきましては、需要は回復基調にあるものの、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う一部の部品

及び半導体の不足や原油等の価格上昇等により自動車市場全体が不安定な稼働環境の中、当社は、製品の安定

供給及び品質の維持を実施し、取引先との関係強化に努めました。この結果、売上高30億95百万円、営業利益

３億58百万円（同0.5％減）となりました。
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(2) 財政状態の状況

①資産の部

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、219億33百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億54百

万円増加いたしました。

　流動資産は、131億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億66百万円増加いたしました。この主な要因

は、現金及び預金、商品及び製品、原材料及び貯蔵品が増加したこと等によるものであります。固定資産は、87

億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億88百万円増加いたしました。この主な要因は、機械装置及び運

搬具、建物及び構築物、土地が増加したこと等によるものであります。

②負債の部

　負債合計は、32億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億円減少いたしました。

　流動負債は、23億70百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億62百万円減少いたしました。この主な要因

は、短期借入金、未払金及び未払費用、未払法人税等が減少したこと等によるものであります。固定負債は、８

億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ38百万円減少いたしました。この主な要因は、長期借入金及び資産

除去債務が減少したこと等によるものであります。

③純資産の部

　純資産合計は、186億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億55百万円増加いたしました。この主な要

因は、為替換算調整勘定及び利益剰余金が増加したこと等によるものであります。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、18億61百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期

純利益11億26百万円、減価償却費５億10百万円、売上債権の減少額４億61百万円等によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、７億59百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得

による支出６億49百万円、投資有価証券の取得による支出２億13百万円等によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、７億99百万円の支出となりました。これは主に、長期借入金の返済に

よる支出６億50百万円、配当金の支払額１億32百万円等によるものであります。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は73億76百万円となり、前連結会計年度

末に比べ８億99百万円増加いたしました。

 

(4) 事業上及び財務上の対応すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２億３百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数について著しい変動はありません。

(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績について著しい変動はありません。

(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,800,000

計 29,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,441,800 9,441,800
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 9,441,800 9,441,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 9,441,800 － 1,241,788 － 1,183,788
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（５）【大株主の状況】

  2022年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社遠藤栄松ファンデーション 新潟県燕市東太田1845番地 1,942 22.0

内藤征吾 東京都中央区 459 5.2

遠藤新太郎 新潟県燕市 436 5.0

株式会社第四北越銀行

（常任代理人　日本マスタートラスト信

託銀行株式会社）

新潟県新潟市中央区東堀前通７番町1071番

地１

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）

400 4.5

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 380 4.3

遠藤栄之助 新潟県新潟市中央区 380 4.3

ゴールドマン　サックス　インターナ

ショナル

（常任代理人　ゴールドマン・サックス

証券株式会社）

PLUMTREE COURT，25 SHOE LANE，LONDON

EC4A 4AU，U．K．　

（東京都港区六本木６丁目10－１号六本木

ヒルズ森タワー）

317 3.6

遠藤テイ子 新潟県燕市 304 3.5

ノムラピービーノミニーズ　ティーケー

ワンリミテッド

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目13－１号）

283 3.2

ブリヂストンスポーツ株式会社 東京都中央区京橋３丁目1-1 200 2.3

計 － 5,102 57.9

　（注）１．株式会社日本カストディ銀行の所有株式数は、信託口業務に係る株式数であります。

２．2021年５月14日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、タワー投資顧問株式会社が2021年

５月12日現在で804千株を保有している旨が記載されているものの、当社として当四半期会計期間末時点に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、タワー投資顧問株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　　タワー投資顧問株式会社

住所　　　　　　　東京都港区芝大門１丁目２番18号野衣ビル２階

保有株券等の数　　株式　804,600株

株券等の保有割合　8.52％

３．上記のほか自己株式が626千株あります。

４．自己株式には役員株式給付信託（BBT）制度の信託口が所有する64千株は含まれておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 626,900 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,813,200 88,132 同上

単元未満株式 普通株式 1,700 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  9,441,800 － －

総株主の議決権  － 88,132 －

（注）役員株式給付信託（BBT）制度の信託口が所有する当社株式64,800株（議決権の数648個）につきましては、「完全

議決権株式（その他）」に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社遠藤製作所 新潟県燕市東太田987番地 626,900 - 626,900 6.6

計 － 626,900 - 626,900 6.6

（注）役員株式給付信託（BBT）制度の信託口が所有する当社株式64,800株につきましては、上記の自己株式に含めてお

りません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,727,392 7,471,288

受取手形及び売掛金 3,021,231 2,663,957

電子記録債権 316,975 363,188

有価証券 100,000 100,000

商品及び製品 533,425 870,506

仕掛品 563,672 622,237

原材料及び貯蔵品 738,819 1,000,108

その他 147,846 120,695

貸倒引当金 △20,544 △16,990

流動資産合計 12,128,819 13,194,991

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,662,152 2,786,178

機械装置及び運搬具（純額） 1,786,607 1,925,165

工具、器具及び備品（純額） 132,386 152,750

土地 1,451,848 1,569,380

建設仮勘定 252,888 181,669

有形固定資産合計 6,285,883 6,615,145

無形固定資産 86,275 95,248

投資その他の資産   

投資有価証券 1,004,266 1,039,980

投資不動産（純額） 236,773 235,649

退職給付に係る資産 565,209 546,246

繰延税金資産 154,461 189,777

その他 17,821 16,818

貸倒引当金 △288 －

投資その他の資産合計 1,978,244 2,028,472

固定資産合計 8,350,403 8,738,865

資産合計 20,479,223 21,933,857

 

EDINET提出書類

株式会社遠藤製作所(E01459)

四半期報告書

10/22



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 854,100 1,059,214

短期借入金 700,000 100,000

未払法人税等 244,276 158,830

未払金及び未払費用 581,886 450,925

賞与引当金 220,627 449,788

その他 232,463 151,945

流動負債合計 2,833,356 2,370,704

固定負債   

長期借入金 375,000 325,000

退職給付に係る負債 390,539 455,069

役員株式給付引当金 38,077 44,217

資産除去債務 48,991 －

その他 58,847 49,086

固定負債合計 911,456 873,372

負債合計 3,744,812 3,244,077

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,241,788 1,241,788

資本剰余金 1,220,643 1,220,643

利益剰余金 13,231,496 14,063,505

自己株式 △299,270 △297,498

株主資本合計 15,394,657 16,228,439

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,275 28,827

為替換算調整勘定 1,361,141 2,465,836

退職給付に係る調整累計額 △30,664 △33,322

その他の包括利益累計額合計 1,339,753 2,461,340

純資産合計 16,734,410 18,689,779

負債純資産合計 20,479,223 21,933,857
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 6,171,885 7,015,687

売上原価 4,483,702 5,014,084

売上総利益 1,688,182 2,001,603

販売費及び一般管理費 ※ 829,116 ※ 862,422

営業利益 859,066 1,139,180

営業外収益   

受取利息 6,541 6,251

受取配当金 1,480 1,553

投資不動産賃貸料 5,329 5,329

持分法による投資利益 － 10,568

助成金収入 37,003 40,097

為替差益 677 124,774

その他 19,054 22,891

営業外収益合計 70,086 211,466

営業外費用   

支払利息 1,908 2,355

投資不動産賃貸費用 4,720 5,914

投資有価証券評価損 － 199,883

投資事業組合運用損 7,413 12,999

その他 6,706 2,684

営業外費用合計 20,748 223,837

経常利益 908,405 1,126,809

税金等調整前四半期純利益 908,405 1,126,809

法人税、住民税及び事業税 256,289 197,081

法人税等調整額 △9,710 △34,504

法人税等合計 246,579 162,577

四半期純利益 661,825 964,231

親会社株主に帰属する四半期純利益 661,825 964,231
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 661,825 964,231

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8,696 19,551

為替換算調整勘定 △4,800 1,104,694

退職給付に係る調整額 1,573 △2,657

その他の包括利益合計 5,470 1,121,587

四半期包括利益 667,295 2,085,819

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 667,295 2,085,819

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 908,405 1,126,809

減価償却費 471,014 510,773

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,584 △3,842

賞与引当金の増減額（△は減少） 286,004 229,160

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,334 17,727

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 6,580 6,139

受取利息及び受取配当金 △8,021 △7,805

支払利息 1,908 2,355

為替差損益（△は益） 1,360 △83,638

投資有価証券評価損益（△は益） － 199,883

投資事業組合運用損益（△は益） 7,413 12,999

持分法による投資損益（△は益） － △10,568

売上債権の増減額（△は増加） △355,894 461,425

棚卸資産の増減額（△は増加） △201,293 △474,241

仕入債務の増減額（△は減少） 136,448 56,649

未収消費税等の増減額（△は増加） 782 39,315

その他 △5,032 58,889

小計 1,263,594 2,142,033

利息及び配当金の受取額 8,026 7,807

利息の支払額 △1,920 △2,479

法人税等の支払額 △155,931 △286,333

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,113,769 1,861,027

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 101,308 157,602

有形固定資産の取得による支出 △344,829 △649,409

有形固定資産の売却による収入 16,376 5,435

無形固定資産の取得による支出 △270 △13,770

投資有価証券の取得による支出 △599,135 △213,954

その他 △1,792 △45,645

投資活動によるキャッシュ・フロー △828,343 △759,742

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △50,000 △650,000

リース債務の返済による支出 △18,590 △18,909

自己株式の処分による収入 － 1,819

自己株式の取得による支出 － △46

配当金の支払額 △105,779 △132,223

財務活動によるキャッシュ・フロー △174,369 △799,360

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,663 598,024

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 113,720 899,949

現金及び現金同等物の期首残高 6,043,523 6,476,775

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,157,243 ※ 7,376,724
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

この結果、売上高及び損益に与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、この変更による損益の影響はありません。

 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りにつ

いて）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響の仮定および会計上の見積りについて、重要な変更はありま

せん。

 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設された

グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につ

いては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報

告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改

正前の税法の規定に基づいております。
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（四半期連結損益計算書関係）

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2021年１月１日
　　至 2021年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
　　至 2022年６月30日）

給与手当 168,974千円 175,693千円

賞与引当金繰入額 123,007 132,013

役員株式給付引当金繰入額 6,580 6,614

減価償却費 61,545 53,965

退職給付費用 △4,285 16,392

貸倒引当金繰入額 2,584 △3,842

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年１月１日
至 2021年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
至 2022年６月30日）

現金及び預金勘定 6,353,627千円 7,471,288千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △296,383 △194,563

有価証券 100,000 100,000

現金及び現金同等物 6,157,243 7,376,724
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

配当に関する事項

(１) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月26日

定時株主総会
普通株式 105,779 12 2020年12月31日 2021年３月29日 利益剰余金

（注）上記の配当金の総額には、役員株式給付信託（BBT）が保有する株式に対する配当金806千円が含まれておりま

す。

(２) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

配当に関する事項

(１) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月25日

定時株主総会
普通株式 132,223 15 2021年12月31日 2022年３月28日 利益剰余金

（注）上記の配当金の総額には、役員株式給付信託（BBT）が保有する株式に対する配当金1,008千円が含まれておりま

す。

(２) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 ゴルフ事業
メタルスリ
ーブ事業

鍛造事業 計

売上高       

外部顧客に対する売上高 2,835,602 507,239 2,829,043 6,171,885 － 6,171,885

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,462 － － 1,462 △1,462 －

計 2,837,064 507,239 2,829,043 6,173,347 △1,462 6,171,885

セグメント利益 687,424 58,608 360,352 1,106,386 △247,319 859,066

（注）１．セグメント利益の調整額△247,319千円には、セグメント間取引の消去△1,462千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△245,857千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）
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 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 ゴルフ事業
メタルスリ
ーブ事業

鍛造事業 計

売上高       

顧客との契約から生じる収益 3,341,808 578,308 3,095,570 7,015,687 － 7,015,687

その他の収益 － － － － － －

外部顧客に対する売上高 3,341,808 578,308 3,095,570 7,015,687 － 7,015,687

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 3,341,808 578,308 3,095,570 7,015,687 － 7,015,687

セグメント利益 963,875 83,798 358,433 1,406,107 △266,926 1,139,180

（注）１．セグメント利益の調整額△266,926千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△266,926千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門

に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する情報

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。なお、当該変更による影響はありません。
 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 75円66銭 110円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
661,825 964,231

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四

半期純利益金額（千円）
661,825 964,231

普通株式の期中平均株式数（株） 8,747,729 8,749,614

（注）1．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

2．株主資本において自己株式として計上されている役員株式給付信託（BBT）制度の信託口が所有する当社株

式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。（前第２四半期連結累計期間67,200株、当第２四半期連結累計期間65,238株）

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年8月10日

株式会社遠藤製作所

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

新潟事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石尾　雅樹

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　康宏

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社遠藤製作

所の2022年1月1日から2022年12月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社遠藤製作所及び連結子会社の2022年6月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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